
４

■
一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
４
４
５

億
８
９
０
４
万
円
、
歳
出
は
４

３
８
億
３
１
６
５
万
円
で
、
実

質
収
支
は
７
億
６
３
７
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
　
年
度
実
質
収
支
と

３０

比
較
す
る
と
、
黒
字
幅
は
６
１

７
７
万
円
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
　
億
４
０
２
９
万
円

３４

（
８
・
４
㌫
）
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
増
減

は
、
全
体
の
　
・
８
㌫
を
占
め

３０

る
市
税
が
２
億
５
４
２
３
万
円

の
増
、
公
共
施
設
整
備
基
金
取

崩
な
ど
に
よ
り
繰
入
金
が
　
億
１０

５
９
５
万
円
の
増
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
保

育
料
の
減
な
ど
に
よ
り
分
担
金

お
よ
び
負
担
金
が
１
億
１
０
０

８
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
歳
出
に
お
い
て
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
　
億
５
５
５
２
万
円

３５

（
８
・
８
㌫
）
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
増
減

は
、
富
田
林
病
院
の
建
て
替
え

工
事
な
ど
に
よ
り
衛
生
費
が
　１３

億
９
５
６
５
万
円
の
増
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
・

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
民
生

費
が
　
億
４
４
９
万
円
の
増
、

１１

災
害
復
旧
費
が
２
億
４
１
２
２

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
５

つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
、
歳

入
が
２
５
６
億
８
０
２
２
万

円
、
歳
出
が
２
５
２
億
２
４
９

５
万
円
で
し
た
。
財
産
区
を
除

く
４
つ
の
特
別
会
計
で
、
実
質

収
支
は
全
て
黒
字
に
な
っ
て
お

り
、
令
和
元
年
度
実
質
収
支
か

ら
平
成
　
年
度
実
質
収
支
を
引

３０

い
た
単
年
度
収
支
額
に
つ
い
て

は
、
１
億
９
９
７
４
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
の
市
債

お
よ
び
基
金
残
高

　
富
田
林
病
院
の
建
て
替
え
や

小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

係
る
借
入
な
ど
に
よ
り
、
市
の

借
入
金
に
当
た
る
市
債
の
残
高

は
前
年
度
よ
り
　
億
１
８
６
７

１８

万
円
増
加
の
３
１
５
億
９
７
６

７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
貯
金
に
当
た
る
基
金
の

残
高
は
、
公
共
施
設
整
備
基
金

取
崩
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
よ

り
６
億
６
７
７
０
万
円
減
少
し

１
０
２
億
６
１
９
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

決
算
報
告

　
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
が
７
０
２
億
６
９
２
６
万

円
、
歳
出
が
６
９
０
億
５
６
６
０
万
円
で
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う
５
１
０
２
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
　
億
６
１
６
４
万
円
で
、
実
質
収
支
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た

１１

が
、
市
の
借
入
金
に
あ
た
る
市
債
の
残
高
は
前
年
度
よ
り
約
　
億
円
増
加
し
、
約
３
１
６
億
円

１８

と
な
り
ま
し
た
。

市
の

財
政
状
況

問
い
合
わ
せ
　

財
政
課
（
内
線
3
3
５
）
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健全化判断比率を公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、

健全化判断比率を算定しました。

地方公会計における統一的な基準
による財務書類を公表しています

　平成３０年度決算分までの財務書類は、市

ウェブサイト（財政課のページ）でご覧いた

だけます。

　なお、令和元年度決算の財務書類について

も、作成次第、市ウェブサイトで公表しま

す。

経常収支比率

　市税や地方交付税などの経常的

に収入される一般財源が、人件

費、扶助費、公債費などの経常的

に支出する経費に充てられる割合

を示した指標です。

　本市では、一般的に財政構造の

弾力性が失われつつあるとされる

８０㌫を超えた値が続いています。

経常収支比率

◇用語Ｃｈｅｃｋ！

人件費　市職員の給与など人を

　　　　雇うためにかかる経費

扶助費　生活保護など社会保障

　　　　制度に関する経費

公債費　市の借入金である市債

　　　　を返済するための経費
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 水
道
事
業

　
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的
収

入
）
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
・

５
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
０
・
９
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
費
用
（
収
益
的
支

出
）
は
甲
田
浄
水
場
浄
水
部
門

の
廃
止
に
伴
う
特
別
損
失
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
　
・
４
㌫
の
増
と
な
り
ま

３４

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
は

２
億
１
７
０
万
円
の
純
損
失
が

生
じ
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
繰

越
利
益
剰
余
金
１
億
４
０
７
４

万
円
お
よ
び
利
益
積
立
金
６
０

９
６
万
円
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
末
の
当
年
度

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
３
億

６
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
９
億

８
２
４
２
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
８

７
４
８
万
円
、
建
設
改
良
積
立

金
３
億
６
０
０
０
万
円
お
よ
び

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

５
億
３
４
９
４
万
円
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
、

　
億
１
４
７
２
万
円
で
す
。

３５　
な
お
、
安
全
、 
強
 

き
ょ
う

 靭
 、
持
続

じ
ん

の
観
点
か
ら
、
令
和
元
年
度
に

実
施
し
た
主
な
工
事
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
災
害
対
策
事
業

・
上
佐
備
・
中
佐
備
河
南
送
水

管
お
よ
び
水
道
管
敷
設
替
え
工

事●
老
朽
化
対
策
事
業
　

・
不
動
ケ
丘
町
水
道
管
敷
設
替

え
工
事

●
水
道
施
設
の
更
新
　

・
上
原
減
圧
水
槽
更
新
工
事

 下
水
道
事
業

　
下
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的

収
入
）は
前
年
度
に
比
べ
て
１
・

０
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
使
用
料
収
益
に
つ
い
て
は
前

年
度
に
比
べ
て
０
・
８
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
費
用（
収
益
的
支

出
）
は
負
担
金
な
ど
の
増
加
の

影
響
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て

０
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
は

２
億
９
４
１
２
万
円
の
純
利
益

が
生
じ
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越

利
益
剰
余
金
の
２
９
１
万
円
を

合
わ
せ
た
令
和
元
年
度
末
の
当

年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、

２
億
９
７
０
３
万
円
と
な
り
ま

す
。
　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
　
億
１０

６
７
０
８
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
４

０
３
７
万
円
、
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
７
億
４
６
９
５

万
円
お
よ
び
当
年
度
利
益
剰
余

金
処
分
額
２
億
７
９
７
６
万
円

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
１

５
６
億
１
４
９
７
万
円
で
す
。

◆
未
整
備
地
域
の
早
期
解
消
を

め
ざ
し
て

　
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水

道
事
業
と
浄
化
槽
整
備
推
進
事

業
の
２
つ
の
手
法
を
活
用
し
、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
投
資
を
抑
制

し
、
効
率
性
の
高
い
浄
化
槽
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
生

活
排
水
対
策
全
体
の
財
政
リ
ス

ク
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
主

な
工
事
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

・
大
井
処
理
区
（
　
・
　

㌶
）

１６

５１

の
汚
水
面
整
備

・
狭
山
処
理
区
（
０
・
　

㌶
）

３０

の
汚
水
面
整
備

※
令
和
元
年
度
末
の
処
理
区
域

内
人
口
は
、　

万
２
５
６
９
人

１０

（
前
年
度
　
万
１
３
３
９
人
）

１０

で
、
人
口
普
及
率
は
、　

・
７

９２

㌫
（
前
年
度
　
・
８
㌫
）
と
な

９０

り
ま
し
た
。

●
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

・
　

基
の
浄
化
槽
を
設
置

２０

水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業

水
道
事
業
・・・・・・・・・・・・・・
下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事

下
水
道
事
業業業業業業業業業業業業業業

会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計
決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算
報報報報報報報報報報報報報

会
計
決
算
報
告告告告告告告告告告告告告告

令
和
元
年
度

問問問問問問問問問問問問問
いいいいいいいいいいいいい
合合合合合合合合合合合合合
わわわわわわわわわわわわわ

問
い
合
わ
せせせせせせせせせせせせせせ
　
上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道
総総総総総総総総総総総総総
務務務務務務務務務務務務務

上
下
水
道
総
務
課課課課課課課課課課課課課課

（（（（（（（（（（（（（
内内内内内内内内内内内内内
線線線線線線線線線線線線線
２２２２２２２２２２２２２
５５５５５５５５５５５５５
８８８８８８８８８８８８８

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
８
））））））））））））））
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本
市
で
は
、
市
政
や
公
益
に

関
し
て
功
績
の
あ
っ
た
人
を
対

象
に
、
表
彰
を
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
功
労
賞

自
治
振
興
功
労
賞

岡
本
　
聡
子
　
　
向
陽
台

置
田
　
勝
二
　
　
加
太
　

北
野
　
正
博
　
　
本
町

木
下
　
佳
信
　
　
喜
志
新
家
町

金
　
和
子
　
　
　
小
金
台

藏
田
　
和
子
　
　
津
々
山
台

澤
武
　
修
　
　
　
富
田
林
町

松
本
　
城
洲
夫
　
豊
中
市

向
山
　
紘
一
　
　
嬉

山
本
　
修
一
　
　
甲
田

和
田
　
美
智
代
　
大
阪
市

教
育
文
化
功
労
賞

大
場
　
修
　
　
　
大
津
市

久
門
　
香
織
　
　
錦
ケ
丘
町

小
林
　
秀
樹
　
　
河
南
町

中
村
　
浩
道
　
　
龍
泉

西
野
　
泰
功
　
　
旭
ケ
丘
町

畑
中
　
康
良
　
　
藤
沢
台

村
尾
　
博
子
　
　
寺
池
台

山
中
　
浩
之
　
　
大
阪
市

山
本
　
幸
造
　
　
梅
の
里

吉
原
　
忠
雄
　
　
京
都
市

渡
邊
　
忍
　
　
　
宮
町

公
安
防
災
功
労
賞

山
本
　
清
治
　
　
久
野
喜
台

産
業
振
興
功
労
賞

児
嶋
　
俊
行
　
　
梅
の
里

福
祉
衛
生
功
労
賞

井
上
　
惠
子
　
　
向
陽
台

梅
澤
　
憲
文
　
　
錦
織
南

小
松
　
誠
　
　
　
桜
ケ
丘
町

谷
野
　
博
　
　
　
中
野
町

中
谷
　
忠
三
　
　
富
田
林
町

 
　
志
津
子
　
　
清
水
町

西
川
　
妙
子
　
　
富
美
ケ
丘
町

原
　
弘
道
　
　
　
尼
崎
市

肥
後
　
利
子
　
　
美
山
台

古
川
　
貴
美
子
　
常
盤
町

細
田
　
喜
美
子
　
桜
ケ
丘
町

山
野
　
啓
子
　
　
錦
織
南

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

功
績
を
た
た
え
　
人
を
表
彰
し
ま
す

36

富
田
林
市
表
彰

　
９
月
の
第
３
回
市
議
会
定
例

会
の
同
意
を
受
け
、　

月
１
日

１０

付
で
監
査
委
員
に
中
川
　
元
さ

ん
（
　
歳
）
が
再
任
さ
れ
、
ま

６３

た
代
表
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
監
査
委
員
事
務

局
（
内
線
４
８
４
）

監査委員が

選任されました

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、　

月
１
日
付
で
次
の
人
々

１０

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
喜
志
町
五
丁
目
５
～
９
番

藤
井
　
あ
け
み
さ
ん
〔
察
　
６
（２５）

６
１
７
〕

●
富
田
林
町
（
富
山
町
・
一
里

山
町
）

北
　
典
子
さ
ん
〔
察
　
３
９
７

（２６）

７
〕

●
府
営
楠
住
宅
３
～
６
棟

川
崎
　
栄
子
さ
ん
〔
察
０
７
０

（
５
６
５
２
）
８
５
５
３
〕

●
寺
池
台
一
丁
目
２
１
３
～
２

２
４
棟

河
野
　
里
美
さ
ん
〔
察
０
９
０

（
５
０
１
７
）
９
９
８
０
〕

●
寿
美
ケ
丘

永
田
　
真
弓
さ
ん
〔
察
　
４
１

（３５）

８
４
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
７
５
）

新しい民生委員・

児童委員が

決まりました

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程で開設

します。

　申請者本人がお越しください。

とき　１１月１日(日) 、８日(日) 、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

令
和
２
年
度

市制施行70周年記念ウェブ式典

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、すばるホー

ルで開催予定の「市制施行７０周年記念式典」は中止とな

ります。

　そこで、市ウェブサ

イト（市制施行７０周年

特設サイト）において

「市制施行70周年記

念ウェブ式典」のペー

ジを公開します。

　「ウェブ式典」では、

これまで多年にわたり

市政発展に貢献され、

このたび市制施行７０周年記念感謝状をお贈りする皆さん

の紹介や、記念式典で予定していた内容の一部を特設

ページで掲載しますので、ぜひご覧ください。

公開日　１１月１５日(日) 

問い合わせ　秘書課（内線３１２）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

感謝状として、おおさか河内材感謝状として、おおさか河内材をを

使用した盾をお贈りしま使用した盾をお贈りしますす



８

申
請
で
き
る
人
（
受
給
権
者
）

対
象
者
の
保
護
者
（
原
則
、
父

親
ま
た
は
母
親
）

※
父
親
ま
た
は
母
親
以
外
の
保

護
者
が
申
請
す
る
場
合
は
、
こ

ど
も
未
来
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

申
請
方
法
　
令
和
３
年
４
月
　３０

日
晶
ま
で
に
、
給
付
金
支
給
申

請
書
（
請
求
書
）
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
返
信
用
封
筒
で
、

こ
ど
も
未
来
室
へ
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
生
届
を
提
出
し
た
時
期
や

場
所
に
よ
っ
て
、
給
付
金
支
給

申
請
書
（
請
求
書
）
の
入
手
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
こ
ど

も
未
来
室
の
ペ
ー
ジ
、
下
図
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
に
よ
り
住
民

票
を
富
田
林
市
に
移
し
て
い
な

い
場
合
は
、
こ
ど
も
未
来
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
富
田
林
市
の
職
員
な
ど

を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵

便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
ど
も

未
来
室
も
し
く
は
警
察
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
～
２
９
４
）

新生児給付金の

申請を受け付けています

　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
は
保
健
所
を
中
心
に

相
談
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
　

月
か
ら
、
ま
ず
は
「
か

１１

か
り
つ
け
医
」
や
お
近
く
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
地
域
の
医
療
機

関
に
相
談
し
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　「
か

か

り

つ
け
医
」
な

ど
で
診
療
や

検
査
が
で
き

な

い

場

合

は
、
そ
れ
ら

が
可
能
な
他

の
診
療
機
関

や
検
査
機
関

を
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、

安

心

し

て

「
か
か
り
つ

け
医
」
に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
受

診
の
際
に
は
、
必
ず
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
の
上
、
指
示
に

従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
か
か
り
つ
け
医
」を
お
持
ち

で
な
い
人
は
、
こ
れ
を
機
会
に

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
保
健
所

〔
察
　
２
６
８
１
〕

（２３）

　
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
市
民
生

活
に
及
ぼ
す
影
響
の
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
特
別
定
額
給

付
金
の
基
準
日
の
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て

に
係
る
生
活
支
援
と
し
て
、
新

生
児
一
人
に
つ
き
　
万
円
を
給

１０

付
し
ま
す
。

※
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書

が
配
布
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が

な
か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。

対
象
者
　
令
和
２
年
４
月
　
日
２８

～
令
和
３
年
３
月
　
日
昌
に
生

３１

ま
れ
、
出
生
後
初
め
て
の
住
民

基
本
台
帳
へ
の
登
録
が
富
田
林

市
の
子
ど
も

傷病手当金の適用期間を延長しました

　国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入し、給与

などの支払いを受けている被用者などが新型コロナウイル

スに感染した場合、または発熱などの症状があり感染が疑

われ、療養などで仕事を欠勤し、給与の全部または一部を

受けることができなくなった場合に支給する傷病手当金の

適用期間を１２月３１日(木) までに延長しました。詳しくは、お

問い合わせください。

問い合わせ　国民健康保険加入者＝保険年金課（内線１５１、１５０）、

後期高齢者医療制度加入者＝福祉医療課（内線１５８、１５９）

町会・自治会の新型コロナウイルス対策に　
補助を実施しています

　新型コロナウイルス感染症の影響により活動を自粛して

いた町会・自治会に対し、感染症に対応した活動再開を支

援するため、感染症拡大防止対策に要した経費に対する補

助を実施します。なお、対象の町会・自治会には１０月に申

請書を送付しています。　　

問い合わせ　人権・市民協働課（内線469）

　
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

１１　
　
　
　
　
　
受
診
方
法
が
変
わ
り
ま
す

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば

「
か
か
り
つ
け
医
」に
相
談
を

令和２年４月２８日～令和３年３月３１日
生まれの子ども対象



９

　
買
い
物
や
病
院
な
ど
へ
行
く

移
動
手
段
と
し
て
日
常
生
活
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
移
動
自
粛
で
利

用
者
が
大
幅
に
減
少
し
、
事
業

経
営
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て

お
り
、
公
共
交
通
の
維
持
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
地
域

に
と
っ
て
大
切
な
公
共
交
通
を

守
り
な
が
ら
、
安
心
し
て
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
「
富
田
林
市
公
共
交

通
事
業
者
応
援
」
を
実
施
し
ま

す
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
応
援

利
用
券
有
効
期
間
　
　
月
１
日

１１

掌
～
令
和
３
年
２
月
　
日
掌

２８

内
容
　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃

（
６
８
０
円
）
分
が
割
引
と
な

る
利
用
券
４
枚
を
配
布

対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
あ

て
は
ま
る
人

①
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に

２１

生
ま
れ
た
人

②
９
月
　
日
時
点
で
妊
娠
さ
れ

３０

て
い
る
人

③
　
月
１
日
以
降
に
妊
娠
し
、

１０
令
和
３
年
２
月
　
日
掌
ま
で
に

２８

本
市
で
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
人

※
①
②
は
９
月
　
日
時
点
で
、

３０

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
①
②
は
利
用
券
を
順
次
発
送

し
て
い
ま
す
。
③
は
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
に
利
用
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。

バ
ス
事
業
者
応
援

実
施
期
間
　
　
月
１
日
掌
～
令

１１

和
３
年
２
月
　
日
掌

２８

内
容
　
市
内
を
運
行
す
る
路
線

バ
ス
の
運
賃
を
、
次
の
時
間
帯

１
０
０
円
（
小
児
　
円
）
に
割
引

５０

◆
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

＝
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

◆
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
終
日

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
道
路
交
通

課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
、
４
１
７
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
差
別
・

偏
見
を
な
く
し
、
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
支

え
あ
い
な
が
ら
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
医
療

従
事
者
等
の
基
本
的
人
権
を
尊

重
し
ま
し
ょ
う
！

　
感
染
さ
れ
た
方
や
そ
の
家

族
、
ま
た
医
療
従
事
者
や
介
護

関
係
者
を
は
じ
め
社
会
生
活
を

支
え
る
た
め
に
最
前
線
で
仕
事

に
従
事
す
る
人
、
さ
ら
に
は
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
施
設
・
店

舗
等
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
・

 誹
  謗
 中
傷
等
の
人
権
侵
害
が
社

ひ
 
ぼ
う

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
基
本
的
人
権
は
す
べ
て
の
人

に
保
障
さ
れ
、
い
か
な
る
場
合

で
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
差
別
や
偏
見
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
 正
し
い
理
解
の
も
と
、
冷
静

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
不
確
か
な
情
報

や
デ
マ
が
た
く
さ
ん
流
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
S
N
S
上
で
は
、
感
染
者

を
非
難
し
た
り
、
個
人
を
特
定

す
る
よ
う
な
書
き
込
み
等
の
行

為
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
正
し
い
理
解
の
も
と
冷
静

な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
偏
見
や
差
別
的
な
言
動
に
同

調
せ
ず
、
む
や
み
に
拡
散
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に
立
っ

て
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
す
べ
て
の
人
が
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
決
し

て
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
　
こ
の
よ
う
な
先
行
き
の
見
え

な
い
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

感
染
者
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
医
療
従
事
者
を

は
じ
め
社
会
生
活
を
支
え
る
た

め
に
働
い
て
い
る
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
立
場
に
立
っ
て
、

み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令
和
２
年
９
月
　
日
３０

富
田
林
市
長
　
 
村
　
善
美

金剛地区の新たな拠点施設整備補
助金制度を創設しました

　金剛地区の再生・活性化を目的に、地区内

の空き家などを新たに拠点施設として活用

し、地区の魅力向上に資する取り組みを進め

る団体に対し、拠点施設の初期改修・整備、

備品の購入に係る費用を補助する制度を創設

しました。

補助対象

①拠点施設の改修・整備工事費（出入口、屋

根・内外壁・床・天井、通信設備、電気・ガ

ス・給排水衛生設備、トイレ、キッチン・カウ

ンター、空調設備、造作棚・収納庫、外構、新

型コロナウイルス感染症を踏まえた設備など）

②備品の購入費（机、いす、調理機器、冷蔵庫、

食器、事務機器、通信機器、収納家具、消火器、

新型コロナウイルス感染症を踏まえた備品など）

補助額

補助対象経費に３分の２を乗じた金額（上限

は、①４００万円、②１００万円）を越えない額

※その他、要件があります。詳しくは、市

ウェブサイト（金剛地区再生室のページ）を

ご覧ください。

申し込み　１１月１１日(水) までに、申請書に必要

事項を記入し、金剛地区再生室（内線４５２）へ

※申請書は同課で配布（市ウェブサイト（金

剛地区再生室のページ）からもダウンロード

できます）。

※期間内に提出された交付申請を審査し、補

助金の交付を決定します。

富
田
林
市
公
共
交
通
事
業
者
応
援

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
高
齢
者
と

妊
婦
に
配
布
、
市
内
路
線
バ
ス

は
１
０
０
円
運
賃
を
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

み
ん
な
で
乗
り
越
え
る

富
田
林
市
人
権
尊
重
メ
ッ
セ
ー
ジ



１０

　
令
和
３
年
の
成
人
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
上
で
、
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
が
悪
化
し
た

場
合
は
、
急
遽
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
き
　
令
和
３
年
１
月
　

日
１１

抄
、
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

（
午
前
９
時
　
分
～
受
け
付
け
）

３０

※
今
年
度
は
第
二
部
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
に
は
、
　

月
に
案
内

１１

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
　

※
来
場
順
に
大
ホ
ー
ル
、
小

ホ
ー
ル
、
展
示
室
、
銀
河
の
間
、

リ
ハ
ー
サ
ル
室
の
順
で
案
内
し

ま
す
。
式
典
は
、
大
ホ
ー
ル
で

実
施
し
、
そ
の
他
の
会
場
で
は
、

大
ホ
ー
ル
の
映
像
を
流
し
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
２
日

１２

～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

１３
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
参
加
に
あ
た
り
、
次
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
成
人
式
の
前
に
厚
生
労
働
省

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触

確
認
ア
プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
成
人
式
当
日
、
大
阪
コ
ロ

ナ
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
「
富
田
林

市
成
人
式
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

②
発
熱
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ

る
場
合
は
、
参
加
を
見
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

③
会
場
入
口
で
検
温
を
実
施
し

ま
す
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
参
加
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
参
加
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
会
場
内
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た

め
の
対
策
を
し
ま
す
。
係
員
や

警
備
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

⑥
会
場
に
到
着
の
際
は
、
受
付

後
、
す
ぐ
に
式
典
会
場
に
ご
入

場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
式
典
終

了
後
は
、
速
や
か
に
お
帰
り
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

〔
察
　
８
０
５
６
〕

（２６）

令和３令和３年年成人式式典登壇者募集

　令和３年１月１１日(祝) に開催する成人式にお

いて、登壇していただける新成人を以下のと

おり募集します。

募集人数　花束・記念品を受け取る人および

「誓いのことば」を述べる男女各１人

対象者　平成１２年４月２日～１３年４月１日生

まれの人で、１２月１０日(木) 、午後７時～、

 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）で開催する説
ト ピ ッ ク

明会に参加できる人

申し込み　１１月２７日(金) （必着）までに、はが

きまたはファクス、Ｅメールに住所、氏名、

電話番号を明記し、５８４-８５１１常盤町１の１生

涯学習課〔察(２６)８０５６・鯖(２６)８０６４・Ｅメールs-

gaku@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多

数の場合抽選、電話申し込み可）

市長と語ろう会参加者募集

　市長と新成人の懇談会を開催します。「富田

林市の未来」について市長とお話ししませんか。

とき　令和３年１月１６日(土) 、午後１時～

ところ　 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）
ト ピ ッ ク

対象者　平成１２年４月２日～１３年４月１日生

まれの人　定員　１０人

申し込み　１１月６日(金) ～、はがきまたはファ

クス、Ｅメールに住所、氏名、電話番号を記

入し、傘５８４-８５１１常盤町１の１　生涯学習課

〔察(２６)８０５６・鯖(２６)８０６４・Ｅメールs-gaku@

city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み先着順、

電話申し込み可）

人権映画会

　富田林シネマプラスの一環

として、金剛公民館クラブ連

絡会による人権・環境などに

ついて考える映画会を開催し

ます。

とき　１２月１２日(土) 、午後１時

３０分～

ところ　金剛公民館

上映作品　「ザ・トゥルーコス

ト～ファストファッション真

の代償～」（９３分）

定員　６０人　

入場料　無料

申し込み　１１月７日(土) 、午前

１０時～、金剛公民館へ（申し

込み先着順、電話申し込み

可）

を
開
催
し
ま
す

成
人
式

　
ギ
ネ
ス
世
界
記
録「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
同
時
に
お
に
ぎ
り
を
作
っ

た
最
多
人
数
」
へ
の
挑
戦
に
参

加
す
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦

と
き
　
令
和
３
年
１
月
　

日
１７

掌
、
正
午
～
午
後
３
時

対
象
者
　
リ
モ
ー
ト
で
参
加
で

き
る
小
学
生

定
員
　
１
０
０
０
人

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
子
ど
も
の

夢
応
援
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
s:/

 
   
   /  osa

k
a
g
u
in
n
e
ss

 
  
 
 
 
 
  
 
 
  .  

c
o
m
/

 
 
 
 〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
に
ぎ
り
練
習
会

　
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
に
向

け
て
、
お
に
ぎ
り
を
作
る
練
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
練
習
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
穂
を
つ

け
た
稲
が
ル
ー
ツ
の
「
奇
跡
の

復
興
米
」
で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
食
育
に
つ
い
て
の
講
習
会

も
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日
掌
、
午
後
２

１１

２９

時
　
分
～
４
時

３０
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
参
加
者
以
外

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員
　
８
組
　
人
１６

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
　
月
　
日
晶
ま
で

１１

１３

に
都
市
魅
力
課（
内
線
３
２
９
）

へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

「おにぎり　
　ギネス世界記録娯」
　参加者募集
～ギネス世界記録へ挑戦～

市
制
施
行
　
周
年
記
念

70



１１

　
令
和
３
年
４
月
よ
り
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３

号
認
定
）・
家
庭
的
保
育
事
業
施

設
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
所
基
準
　
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
次
の
条
件
に
あ
る
場
合

（
た
だ
し
、
そ
の
児
童
を
保
育

で
き
る
人
が
い
る
場
合
を
除
き

ま
す
）

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週

間
）

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身

に
障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
た
め
常
時
介
護
を
し
て

い
る（
別
居
親
族
の
介
護
含
む
）

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業

訓
練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
　
　
月
２
日

１１

捷
～
、
こ
ど
も
未
来
室
、
各
保

育
所
、
各
認
定
こ
ど
も
園
、
各

家
庭
的
保
育
事
業
施
設
、
金
剛

連
絡
所
で
配
布

保育所・認定こども園・

家庭的保育事業施設

入所者の受け付け

学童クラブの利用申し込みを受け

付け

　放課後の児童の健全な育成を図るため、各

小学校に設置している学童クラブへの令和３

年度利用申し込みを次のとおり受け付けま

す。

対象者　市内在住の小学生で、保護者が就労

などの理由により昼間家庭に不在の児童

申し込み　１１月２日(月) ～、こども未来室、金

剛連絡所、各学童クラブで配布する利用承認

申請書に保護者の就労等状況申立書、その他

必要書類を添えて、令和３年１月２９日(金) まで

に、こども未来室（内線２９２～２９４）へ（郵送可）

※現在、学童クラブに在籍している人も継続

の申し込みが必要です。

※詳しくは、利用承認申請書などと同時に配

布する「学童クラブのしおり」をご覧くださ

い。

■
必
要
書
類
　
入
所
申
込
書
、

保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

（
就
労
証
明
な
ど
）、
児
童
健
康

問
診
票
、
家
庭
の
状
況
届
な
ど

※
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

は
、　

歳
未
満
の
同
居
の
祖
父

６５

母
に
つ
い
て
も
必
要
で
す
。

※
求
職
活
動
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
、
求
職
活
動
内
容
が
確

認
で
き
る
書
類
と
１
カ
月
以
上

の
活
動
報
告
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
接

・
第
１
次
＝
　
月
２
日
捷
～
　

１１

１２

月
　
日
晶

１８
・
第
２
次
＝
令
和
３
年
１
月
　１４

日
昭
～
２
月
　
日
晶

１２

※
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
こ
ど

も
未
来
室
で
受
け
付
け
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）。
た

だ
し
、　

月
　
日
松
と
　
日
掌

１２

１２

１３

は
市
役
所
地
下
会
議
室
で
受
け

付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾
　
入
所
基
準
に

よ
り
、
第
1
次
受
け
付
け
分
か

ら
順
次
選
考

※
第
2
次
受
け
付
け
は
、
残
り

の
枠
で
の
選
考
と
な
り
ま
す
。

■
結
果
通
知
　
第
１
次
受
け
付

け
分
は
令
和
３
年
１
月
下
旬

に
、
第
２
次
受
け
付
け
分
は
３

月
中
旬
に
通
知

※
定
員
に
余
裕
の
な
い
場
合
な

ど
は
、
待
機
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
～
２
９
４
）

令和３年度

第34回「まちの樹・緑」   
図画コンクール入賞作品が決定

　市内小学校の児童を対象に同コンクールの作品を募集したと

ころ、７２９点もの応募があり、審査の結果、最優秀賞１点、金賞

６点、銀賞１０点、銅賞１３点の入賞が決

まりました。

最優秀賞

・田中　奏輔さん（東条小学校６年生）

金賞　

・上田　一葉さん（彼方小学校１年生）

・高柳　奈々緒さん（富田林小学校１年生）

・上嶋　彩葉さん（藤沢台小学校２年生）

・萬谷　日菜さん（彼方小学校３年生）

・惠美　希優さん（錦郡小学校５年生）

・三原　空さん（藤沢台小学校６年生）

※入賞作品を１１月３日(祝) までけあぱる、１０日(火) から２６日(木) まで

南河内府民センターに展示します。また、市内の公共施設に入

賞作品と緑の情報を掲載した啓発冊子「グリーン・あい第９８号」

を備え付けていますので、ぜひご覧ください。

問い合わせ　（一財）市公園緑化協会（内線４０９）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

▲田中さんの作品

と
き
　
　
月
　
日
松
、
午
後
２

１１

２８

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
（
す
ば
る
ホ
ー

ル
３
階
）

内
容
　
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
子
育

て
事
情

対
象
者
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

当
事
者
や
そ
の
家
族
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
か
も
と
思
う
人
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
い
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
　
月
　
日
昭
ま
で

１１

２６

に
、
氏
名
ま
た
は
通
称
名
、
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
任
意
）、「
　１１

月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
」

を
明
記
し
、
メ
ー
ル
で
人
権
・

市
民
協
働
課〔（
内
線
４
７
１
）・

Ｅ
メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c
ity
.to
n
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b
a
y
a
sh
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〕
へ
（
電
話
申

し
込
み
可
）

ＬＧＢＴコミュ
ニティスペース



１２

　
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い

く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課

題
で
す
。

　
内
閣
府
で
は
、
　

月
　
日
昭

１１

１２

～
　
日
昌
の
２
週
間
、
女
性
に

２５
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
人

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

権
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
同
運
動
に
合
わ

せ
て
「
特
設
女
性
の
た
め
の
電

話
相
談
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
特
設
女
性
の
た
め
の
電
話
相

談と
き
　
　
月
　
日
昇
、
午
前
　

１１

２４

１０

時
～
午
後
８
時
　

電
話
番
号
　〔
察
　
０
５
６
７
〕

(２３)

※
こ
の
電
話
相
談
以
外
に
も

「
女
性
の
悩
み
相
談
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
日
程
・
時
間
な

ど
は
、　

ペ
ー
ジ
「
今
月
の
相

２８

談
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
４
）

●
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員
に
よ
る
電
話
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　

日
昭
～
　

日

１１

１２

１８

昌
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７

３０

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
　
時
１０

～
午
後
５
時
）

電
話
番
号
　〔
察
０
５
７
０（
０

７
０
）
８
１
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
法
務
局
人

権
擁
護
部
〔
察
０
６
（
６
９
４

２
）
９
４
９
６
〕

11月25日～12月１日は犯罪被害者週間

　期間中、犯罪被害者などが置かれている状況や、

犯罪被害者などの名誉や生活の平穏への配慮の重要

性などについて、理解を深めることを目的に啓発事

業などを実施します。

　また、認定ＮＰＯ法人大阪被害者支援アドボカ

シーセンター（府公安委員会指定犯罪被害者等早期

援助団体）では、事件・事故の被害に遭われた人へ

の相談、付き添いなどの支援を実施しています。

　相談・支援は全て無料で、秘密は厳守しますので、

安心してご相談ください。

とき　月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、午前１０

時～午後４時

電話番号　〔察０６(６７７４)６３６５〕

問い合わせ　府治安対策課〔察０６(６９４４)７５０６〕

11月は「こころの再生」府民運動推進月間

　「あいさつ」は人と人との出会いを作るとっても大

切なコミュニケーションです。「あいさつ」の大切さ

を、子どもたちに、そして未来に伝えていきましょう。

問い合わせ　府教育総務企画課〔察０６(６９４４)８０４２〕

11月はＳマークの普及登録月間

　Ｓマーク登録店はStandard（安心）、Safety（安全）、

Sanitation（清潔）を約束し、消費者が安心し

てお店を選ぶ目印です。理容・美容・クリー

ニング・麺類飲食・一般飲食店が対象です。

問い合わせ　府生活衛生営業指導センター〔察０６

(６９４３)５６０３〕

児童相談所虐待対応ダイヤル察189（いちはやく）

１１月は児童虐待防止推進月間～察189（いちはやく）　知らせて守る　こどもの未来～

①児童虐待かもと思ったら…

　児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもの心身を傷つけ

るなど、健全な成長や発達を妨げる行為のことをいいます。本市で

は、「要保護児童対策地域協議会」を設置し、関係機関が連携して虐待

の防止や状況の改善に努めています。

身近にこんな子どもはいませんか

○不自然なあざや傷がある

○衣服や体がいつも汚れている

○暗くなっても外を歩き回り家に帰りたがらない

○長時間、外やベランダなどに出されている

②体罰などによらない子育てのために

　子どもが思ったとおりに行動してくれずイライラして、怒鳴りたくなることは誰にでもありうることです。一見、

体罰や暴言には効果があるように見えますが、それは叩かれた恐怖などによって行動した姿であり、子どもは叱られ

た理由を理解できていないこともあります。

③児童虐待の早期発見には、皆さんからの通告が必要です

　通告者や相談者のプライバシーは厳守されますので、虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときやご自身

が子育てなどで悩んだときは、次の機関にご連絡ください。

■児童相談所虐待対応ダイヤル（通話料無料）〔察１８９、３６５日、２４時間〕

■こども未来室（内線２０６～２０８、祝日、年末年始を除く月～金曜日、午前９時～午後５時３０分）

■府富田林子ども家庭センター〔察(２５)１１３１〕（祝日、年末年始を除く月～金曜日、午前９時～午後５時４５分）

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）



１３

創業支援セミナー

　市内でこれから創業される人を対象に、創業に関するノウ

ハウが無料で学べる「創業支援セミナー」を開催します。

　同セミナーを受けていただくと創業に必要な経費の一部補

助など、さまざまな優遇措置を受けることができます。

※支援や優遇措置の内容など詳しくは、お問い合わせいただ

くか、市ウェブサイト（商工観光課のページ）をご覧くださ

い。

とき　１１月１８日(水) 、２５日(水) 、１２月９日(水) 、１６日(水) 、いずれも

午後２時～４時（全４回）

ところ　富田林商工会館

定員　２０人

申し込み　１１月６日(金) ～、富田林商工会〔察(２５)１１０１〕、また

は商工観光課（内線４８１）へ（申し込み先着順）

介護就職デイ2020

①合同説明会

とき　１１月２０日(金) 、午後２時～４時（受け付けは午後３時３０

分まで）

参加企業　３社

持ち物　履歴書、ハローワークの紹介状　

※複数の企業と面接される人は履歴書を複数ご用意ください。

②介護のお仕事理解セミナー

とき　１１月２５日(水) 、午前１０時～正午

定員　１４人

ところ　ハローワーク河内長野（河内長野市昭栄町７の２）

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔察(５３)３０８１〕

リチウムイオン電池など小型充電式電池を回収
しています

　市では、ごみ処理中の火災の原因となるリチウムイオン電

池などの回収とリサイクルを実施しています。対象の電池は

「リチウムイオン電池」「ニカド電池」「ニッケル水素電池」で

す。なお、電池のみを取り外せない製品については回収でき

ません。

※電池以外の部分は粗大ごみで出してください。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４５）

廃棄物の野積み、野焼き、不法投棄は犯罪です

　１１月は産業廃棄物不適正処理防止推進強化月間です。

　土地の所有者・管理者が、土地の管理を適切にしていな

かったり、安易に土地を貸したりした結果、廃棄物が不法投

棄されたり、埋め立てられたりして、周りの生活環境に支障

を及ぼすことがあります。

　このような場合、土地所有者などが多額の費用を負担して

撤去しなければならなくなるケースもあります。このような

事態にならないよう、土地の状況を定期的に監視するなど管

理を徹底しましょう。また、土地を他人に貸すときは用途を

十分確認し、書面で契約を結ぶようにしましょう。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔察０６(６２１０)９５７２〕

11月は自転車マナーアップ強化月間です！        
～自転車などの放置はやめましょう～

　みんなが使用する道路に自転車などを放置すると、街の美

観を損ねるだけでなく、歩行者や緊急車両の活動の妨げとな

ります。人の迷惑にならないよう、道路上に自転車やミニバ

イクなどを放置しないようにしましょう。

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等放置禁止区域」を

指定し、区域内に放置されている自転車やミニバイクを保管

所へ移送しています。１１月は自転車などの放置防止の強化月

間として、駅前放置自転車クリーンキャンペーンを実施し、

放置自転車などの移送を強化します。移送された自転車やミ

ニバイクなどは、「第１自転車等保管所」（若松町東一丁目６の

２７〔察(２６)３２３３〕）で返還していますが、返還時に次のとおり

移送・保管費用をいただきます。

・自転車　１５００円

・ミニバイク　２０００円

※同保管所の地図および自転車等放置禁止区域は、市ウェブ

サイト（道路交通課のページ）をご覧ください。

自転車マナーアップキャンペーンイベント

　府交通対策協議会では、自転車マナーアップ強化月間に合

わせて、同イベントを ＹｏｕＴｕｂｅ で生配信しますので、ぜひ
ユ ー チ ュ ー ブ

ご覧ください。

とき　１１月１４日(土) 、午後２時～３時

内容　交通安全教室、自転車交通安全コンテストの表彰など

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

11月はエコドライブ推進月間

　エコドライブは急発進・急ブレーキを控えた運転、一定速

度での運転、アイドリングストップなどだれもが簡単に取り

組めます。また、燃費の向上で環境にも財布にもやさしく、

安全運転にもつながります。

問い合わせ　環境衛生課（内線１３９、１７１）

秋の全国火災予防運動   　　　
～その火事を　防ぐあなたに　金メダル～

　火災が発生しやすくなる季節を迎え、防火の重要性を理解

していただくため、１１月９日(月) ～１５日(日) の間、全国一斉に秋

の火災予防運動が実施されます。

　市消防本部では、「安全・安心なまち」をめざして、火災防

止対策を重点に巡回広報活動などを実施します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔察(２３)１１２４〕

防災無線を用いた訓練放送の実施

　全国一斉に、全国瞬時警報システム「 Ｊ －
ジェイ

 ＡＬＥＲＴ 」を
ア ラ ー ト

用いた情報伝達訓練が実施されます。本市でも、緊急地震速

報の訓練放送を市内各所に設置している防災無線により実施

します。

とき　１１月５日(木) 、午前１０時ごろ

※ただし、気象・地震活動の状況などによっては、訓練用の

緊急地震速報の発表を中止することがあります。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）



１４

試
験
職
種
　
幼
稚
園
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３
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１
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１２
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養
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実
技
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曜

１６

２４
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前
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５
時
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に
、
教
育
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導
室
、

３０

金
剛
連
絡
所
で
配
布

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
教
育
指

導
室
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、　

月
　
日
捷
～

１１

１６

　
日
昇
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

２４午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）

３０

に
、
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６

９
）
へ
（
郵
送
可
、　

月
　
日

１１

２４

昇
ま
で
の
消
印
有
効
）

市
幼
稚
園
教
員
採
用
資
格
試
験
を

実
施
し
ま
す

府講師登録説明会

　学校現場で講師としての勤務に興味を持つ人を対象に、

同説明会を実施します。当日は、個別相談もできます。

とき　①１１月１３日(金) 、②１６日(月) 、③１７日(火) 、④１９日(木) 、⑤

２０日(金) 、いずれも午後１時～２時、午後３時～４時

ところ　①三島府民センター（茨木市中穂積一丁目３の

４３）、②岸和田市役所職員会館（岸和田市岸城町５の８）、③

ユトリート東大阪（東大阪市中小阪五丁目１４の３０）、④松原

市役所（松原市阿保一丁目１の１）、⑤泉北府民センター

（堺市西区鳳東町四丁３９０の１）

定員　①②④各５０人、③各６５人、⑤各４５人

※講師登録は、随時受け付けしています（教員免許取得見

込の人は、１１月頃から受付を開始する予定です）。

※申し込み方法など詳しくは府ホームページ〔http://www.

pref.osaka.lg.jp/kyoshokuin/koushitouroku/koushisetumei.html〕

をご覧いただくか、お問い合わせください。

問い合わせ　府教職員人事課〔察０６(６９４１)０３５１〕

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市営葬儀の

ご利用を

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○
㈱
安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９
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）〔
察
　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈱
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仙
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祭
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富
田
林
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　２４
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）〔
察
　
2
2
3
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〕

１７
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○
㈱
花
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富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔
察
　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、「
標
準
プ
ラ

ン
」
か
「
簡
易
プ
ラ
ン
」
の
い

ず
れ
か
を
選
び
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ
プ

シ
ョ
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な
ど
を
任
意
に
選
択
し

て
い
た
だ
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も
で
き
ま
す
。
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く
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富
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ご
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き
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す
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境
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生
課
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内
線
１
４
３
、
１
４
７
）

　
本
市
で
は
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
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く
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進
を
目
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と

し
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市
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に
よ
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ロ
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ル
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行
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実
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し
て
い
ま
す
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ま
た
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助
成
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ェ
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機
管
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さ
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問
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せ
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機
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線
９
５
０
３
）

青色防犯パトロール活動

助成金のご利用を

令
和
２
年
度



１５

建設工事、測量・建設コンサルタント等業務
委託の入札参加願いを受け付け

　本市では、令和３～５年度の建設工事、測量・建設コン

サルタント等業務委託（上下水道事業の入札参加を含む）

の入札参加願いを受け付けます。

　希望者は、契約検査課で申請の提出要領を受け取るか、

市ウェブサイト（契約検査課のページ）からダウンロード

してください。提出要領の交付は、１１月２日(月) からです

（土・日曜日、祝日を除く）。

受付期間　１２月１日(火) ～１８日(金) （消印有効）

※事前に、「市業者登録受付システム」に必要事項を入力し

（入力方法は提出要領に記載）、必要書類を郵送（一般書

留・簡易書留）または宅配便で送付してください（持参不

可）。

資格有効期間　令和３年４月１日(木) ～６年３月３１日(日) の３

年間

問い合わせ　契約検査課（内線４７６、４７７）

学校給食用物資納入業者登録申請を 　　
追加受け付け

　市小・中学校給食会では、令和３年度の学校給食用物資

納入業者の追加登録申請を受け付けます。

登録申請書の配布・受け付け　１１月４日(水) ～、富田林学校

給食株式会社（市立学校給食センター内）で配布する申請

書（小・中学校共通様式）に必要書類を添付し、１１月９日

(月) ～２０日(金) （土・日曜日を除く午前８時～午後４時）に、

富田林学校給食株式会社へ（郵送不可）

※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　小学校給食用物資納入業者登録に関すること

は同センター内市小学校給食会事務局（富田林学校給食株

式会社）〔察(２６)８０３９〕、中学校給食用物資納入業者登録に関

することは同センター内市中学校給食会事務局〔察(６９)

４９１９〕

南河内環境事業組合の条件付き一般競争入札
参加資格申請を受け付け

　同組合では、残さい運搬処理業務委託の条件付き一般競

争入札参加資格申請を受け付けます。要件など詳しくは、

提出要領をご覧ください。　

申請書提出要領の配布　１１月２０日(金) （土・日曜日、祝日を

除く午前９時～午後５時３０分）まで、同組合総務企画課（傘

５８４-００５４甘南備２３４５）で配布

※同組合ホームページ〔http://www.minamikawachi-kankyo.

or.jp/〕からダウンロードもできます。

申請方法　１１月２日(月) ～２０日(金) （土・日曜日、祝日を除く

午前９時～午後５時３０分）に、申請書提出要領に基づき作

成した書類を同組合総務企画課〔察(３３)６５８４〕へ（郵送不

可）

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！

　9月16日、本市、河内長野市、大阪狭山

市、河南町、太子町、千早赤阪村および

南河内環境事業組合と、大栄環境株式会

社との間で「災害廃棄物等の処理に関す

る基本協定」を締結しました。

　９月２７日、市制施行７０周年記念協賛事

業「富田林まち巡りウォーキング」が開

催されました。

　参加者は、富田林寺内町の伝統的な建

造物とともに、ヒガンバナが見える富田

林の秋の風景を楽しみました。

　９月１５日、プロバスケットボールチー

ム大阪エヴェッサの企画で、神和鋼業株

式会社から、バスケットボールとアル

コールジェルを市立小学校に寄付いた

だきました。

　９月２９日、本市で農業を営み、令和２

年度「なにわ農業賞」を受賞された古川

雅英さんが、市役所を表敬訪問されまし

た。


